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第一三共グループのインパクト評価の現状と課題
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サステナビリティ部 有馬



第一三共グループについて

 会社概要
設⽴ : 2005年9⽉28⽇
事業内容 : 医薬品の研究開発・製造・

輸入・販売・マーケティング
グループ会社 ︓52
拠点国・地域 ︓26
研究開発拠点 ︓10カ国/地域 18拠点
⽣産拠点 ︓6カ国/地域 13拠点

(2024年3⽉末現在)

 グローバル売上高
2023年度売上収益︓1兆6,017億円

 地域別社員数

⽇本
9,468名

北⽶
3,573名

欧州
2,901名

アジア・
中南⽶
2,784名18,726名

連結社員数

⽇本

37.5%海外

62.5%

2



創薬⼒を活かした社会的価値の創出の歴史

時代ごとの
「未充⾜の医療ニーズ」

の変遷

当社の主な
新薬創出の歴史 抗菌剤

高血圧症
治療剤

抗凝固剤

高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血
症治療剤

抗悪性
腫瘍剤
mRNA
ワクチン

がん
新興・再興感染症⽣活習慣病感染症

時代ごとの「未充⾜の医療ニーズ」に応え、⽇本発の⾰新的医薬品を創出してきた

パーパス 世界中の人々の
健康で豊かな生活に貢献する

品川 葛⻄
⾰新的医薬品を継続的に創出し

多様な医療ニーズに応える医薬品を提供するミッション

3



4

アジェンダ

当社の価値創造プロセス
現在のインパクト評価指標の概要
医薬品の多様な価値（医薬品の社会的インパクト）
インパクト評価指標の課題
社会・自然環境のインパクト評価
社員のインパクト評価
持続的な価値創造
ステークホルダーエンゲージメント
まとめ



5

当社の価値創造プロセス
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現在のインパクト評価指標の概要

• 患者さん: 標準治療の改善、Quality Of Lifeの改善
• 株主・投資家: 企業価値の向上、株主総利回り（TSR）の向上
• 社会・自然環境: 気候変動への対応、将来の新興・再興感染症への対応
• 社員: 社員と会社の持続的な相互の成⻑
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医薬品の多様な価値（医薬品の社会的インパクト）-1
医療技術の社会的な価値要素

医薬産業政策研究所 リサーチペーパー No.76より

幅広い医薬品の社会的価値
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インパクト評価指標の課題

医薬産業政策研究所 リサーチペーパー No.76より
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社会・自然環境のインパクト評価
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社員における評価指標の課題

• 現在の状況:
• 社員の成⻑や会社との相互関係の測定が不⼗分
• 社員の健康やワークライフバランスの評価が欠如

• 提案:
• 社員満⾜度調査の定期実施
• キャリア開発プログラムの効果を測定する指標を設計

パーパス実現に向けた人的資本を拡充する人事施策
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持続的な価値創造
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ステークホルダーエンゲージメント
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まとめ
サステナビリティ担当者として

• ビジネスに直結した製品・サービスの社会的価値（インパクト評価）は企
業のパーパス実現に結びつくため継続した研究が必要

• 社会的価値が次の投資に結びつくサイクルを描く（インパクト投資︖）
• 自然資本、人的資本へ創出した価値がどのようにインプットに戻ってくるか

を検討したい

第一三共グループ
バリューレポート2024
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ご清聴ありがとうございました。


